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研究成果の概要（和文）：本研究では，新人教員の成長を促すメンター教員に求められる力量ならびに新人教員教育に
対する教職大学院等の高等教育機関の貢献可能性が検討された。その結果，メンター教員が「優れた教員養成者」であ
るためには，新人教員とともに学ぶ関係性の構築やメンタリングとコーチングの柔軟な使い分けが求められることが示
された。さらに，イングランドで導入された新人教員教育制度である'Masters in Teaching and Learning (MTL)'に関
する複眼的分析から，それを特徴づける「学びのトライアングル」は，高等教育機関の教師教育への関与のあり方を示
す一つの実効的なモデルである可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aims to investigate the ability of school-based mentor teachers to 
nurture new teachers’ professional development and the contribution of higher education institutions to 
the education and training for new teachers. According to the results of the analyses, it is argued that 
the ability to establish mutual learning relationship with a new teacher is needed to be an excellent 
teacher educator. Also, the results suggest that what is required for an excellent teacher educator is to 
use mentoring and coaching as the situation demands. In addition, academic issues underlying the English 
‘Masters in Teaching and Learning (MTL)’ programme is analysed from the multidimensional points of 
view. It indicates that a collaborative ‘learning triangle’ for a new teacher’s learning, which is the 
distinctive characteristic of the MTL, is a fruitful model of the role and significance of higher 
education institutions for the development of teacher education.

研究分野：教育心理学

キーワード： 新人教員教育　教師教育の高度化　教職大学院　省察　メンタリング　コーチング　学校組織　教師教
育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 新任教員の大量採用が進むわが国の現状
にあって，（初任者である新任教員を含み，
教職に就いて数年の）新人教員の力量形成は
喫緊の課題である。これまで経験の浅い新人
教員は，経験豊富な教員との日々の相互作用
から多くのものを吸収していた。それは，た
ぶんに無自覚的で体系化されない学びであ
ったが，学校現場で教員が力量を向上させて
いくうえで有効に機能していた。いわゆる教
員の同僚性・協働性を基礎にした学びである。
ところが，すべての学校種において教員の年
齢構成に偏りが生じ，このような学びの過程
が消失している可能性が懸念されている。 
 このような現状をふまえて，新任教員の力
量向上を企図して初任者研修制度が導入さ
れている。ところが，新任教員と初任者研修
指導教員が，どのような相互作用をどのよう
に展開しているのか，その詳細は，ほとんど
明らかになっていない。 
 2008 年度に開設された教職大学院は，教員
の力量形成に特化した専門職大学院である。
教職大学院が養成するのは，優れた実践を行
う教員（本研究では，これを「優れた教育実
践者」と表現する）であると考えることに，
おそらく大きな異論はないだろう。しかし，
学校の現況をふまえたとき，教職大学院は，
「優れた教育実践者」だけでなく，新人教員
の成長を促す「優れた教員養成者」の養成も
めざすべきなのではないだろうか。 
 
２．研究の目的 
(1)質的データに基づく検討：「優れた教員養
成者」に求められる力量 
 「優れた教員養成者」とはどのようなもの
か，この問いについて思考するため，（探索
的ではあるが，）データに基づく検討を行う。
一つは，新人教員を対象に自由記述法による
質問紙調査を実施し，経験豊富な教員の指導
行動を収集する。もう一つは，半年にわたっ
て，ある新任教員と初任者研修指導教員が日
常の出来事を綴る「ノート」を交わしており，
この「ノート」を分析する。なお，いずれも
質的データに基づく検討である。なぜなら，
新人教員と経験豊富な教員のかかわりの実
際を示すデータはあまり存在しておらず，ま
ずは両者の関係性のありようや相互作用の
具体を丁寧に把握する必要があると判断さ
れたからである。 
 
(2)文献調査に基づく理論的検討：イングラ
ンドの‘Masters in Teaching and Learning 
(MTL)’に関する複眼的考察 
 教師教育の高度化に向けてイングランド
で導入された‘Masters in Teaching and 
Learning（MTL）’を取り上げ，それが内包す
る論点について複眼的考察を行う。「研究成
果」において詳述するが，MTL の関心は，「優
れた教育実践者」の養成だけでなく，「優れ
た教員養成者」の養成にも向けられていると

想定可能である。したがって，MTL を詳密に
分析することで，「優れた教員養成者」の養
成を含む新人教員教育の課題と展開の可能
性について有益な示唆が得られるものと期
待される。 
 
(3)今後の展望：総合的考察 
 上記 2点の検討をふまえ，結果を総括する
とともに，今後の展望について議論する。 
 
３．研究の方法 
(1)質的データに基づく検討：「優れた教員養
成者」に求められる力量 
 
①経験豊富な教員の指導行動に関する質問
紙調査 
 対象者：公立学校の教員として正規採用さ
れ，教職 2～3 年目を迎えた新人教員。小学
校教員 3 名（男性 1 名，女性 2 名），高等学
校教員 5名（男性 3名，女性 2名）。 
 実施時期：2013 年 7月 
 実施の手続き：郵送による。無記名で回答
を求めた。 
 質問紙の内容：「教職生活のなかで『最も
強く影響を受けた（受けている）先輩教員』
の（自分への）かかわり方」，「当該先輩教員
とのかかわりのなかで最も印象的だった出
来事」，「当該先輩教員の教育実践に対する感
想」，「当該先輩教員に対する自分の援助要請
スタイル」，「先輩教員（将来の自分）として
の新人教員へのかかわり方」。回答形式は，
すべて自由記述法。 
 
②新任教員と初任者研修指導教員の間で交
わされたノートの分析 
 対象者：公立小学校に勤務する新任教員 1
名と初任者研修指導教員 1名の一組。いずれ
も女性。 
 分析の対象：20XX 年度の 10 月から 3 月に
かけて，新任教員が学級内の出来事とそれを
めぐる実践や省察等を，初任者研修指導教員
がそれらに対するコメント等を，書き記した
ノート。 
 
(2)文献調査に基づく理論的検討：イングラ
ンドの‘Masters in Teaching and Learning 
(MTL)’に関する複眼的考察 
 MTL をテーマとした学術論文ならびに現職
教員教育や人材育成に関する教師教育学や
心理学を中心とした国内外の学術論文等を
精緻に展望した。また，MTL のプログラムを
提供する機関の一つであったロンドン大学
教育研究所のプログラムリーダーに対して
実施したインタビュー調査の内容もふまえ
て考察した。 
 
(3)今後の展望：総合的考察 
 論考にあたっては，教員の力量形成にとっ
て核心的な「省察（リフレクション）」概念
について顕著な研究業績を有する研究者へ



のインタビュー調査の内容を適宜参考にし
た。 
 
４．研究成果 
(1)質的データに基づく検討：「優れた教員養
成者」に求められる力量 
 
①経験豊富な教員の指導行動に関する質問
紙調査 
 小学校の新人教員からは，「望ましい関係
性を育む基盤づくり（受容的態度，『ほめる』
指導，心身の健康への配慮）」，「教える／考
えさせる／気づかせる指導」，「協働による安
心感の付与とモデルの提示」等が，高等学校
の新人教員からは，「望ましい関係性を育む
基盤づくり」，「授業力を高める働きかけ」，
「生徒指導に関するアドバイスとモデルの
提示」，「サポートの提供と自信をつけさせる
指導」，「新人を危機から守ろうとする行動」
等が，最も強く影響を受けた先輩教員の指導
行動として挙げられた。どちらの校種にも共
通していたのは，「望ましい関係性を育む基
盤づくり」とラベル付けされた先輩教員の行
動であった。このラベルには，「気軽に相談
できる受容的態度」や「精神面への気遣い」
といった行動が含まれる。新人教員は，先輩
教員との関係のありようが自らの成長の鍵
を握ると認識していることがうかがえ，これ
が「優れた教員養成者」に求められる重要な
要素の一つである可能性が考えられた。 
 
②新任教員と初任者研修指導教員の間で交
わされたノートの分析 
 初任者研修指導教員は新任教員に継続的
に同じような言葉をかけていた。こうした言
葉が両者の関係性を方向づける役割を果た
し，この具体的な言葉のなかに，「優れた教
員養成者」に求められるエッセンスが隠され
ているように思われた。 
・「先生の考えで，（中略）指導していくこと
が大切だと思います」，「先生の指導に自信を
もってやっていったらいいと思いますよ」
等：新任教員と初任者研修指導教員の間には，
職位，経験，知識の豊かさ等の点で上下関係
が存在する。そのような関係性のなかで，初
任者研修指導教員には新任教員の独り立ち
を促す働きかけが求められている。 
・「私なら，（中略）させます」，「先生は先生
の持ち味でやっていったらいいんですよ」
等：新任教員から実践方策について尋ねられ
た際の初任者研修指導教員の言葉である。初
任者研修指導教員は，これまでの自らの経験
をもとに具体的方策を示しながらも，その適
否については，判断を新任教員に委ねる言葉
を添えている。実際，新任教員が自らの判断
で初任者研修指導教員の考えと異なる対応
をしたことがあった（「先生にアドバイスい
ただいていた事と違うことをしてしまいま
した...すみません」）。 
 つまるところ，初任者研修指導教員の言葉

かけは，新任教員の心的状態を，さらには新
任教員と初任者研修指導教員の関係性を，
「依存」と「自律」の均衡のとれた状態へと
方向づけることに寄与するものであったと
考えられた。 
 
(2)文献調査に基づく理論的検討：イングラ
ンドの‘Masters in Teaching and Learning 
(MTL)’に関する複眼的考察 
 
①MTL の概要と特徴 
 MTL は，いわば「教員のための MBA」であ
り，2010 年にプログラムの履修が開始された
新たな修士である（その後，英国の政権交代
に伴い教師教育政策が変化し，全額公費負担
であったMTL新規登録者への財政支援は停止
された）。MTL の主たる対象は，学習指導に困
難をきたしている中等学校（secondary 
school）に勤務する（教職に就いて 5年以内
の）新人教員であった。MTL のプログラムの
特徴は，次の 3点に集約される。 
・「実践に基礎を置く」：新人教員が自らの教
室で実際に経験したことをもとに学びが開
始され，種々の課題も実践での経験に直結す
る。 
・「学校に基礎を置く」：学校が MTL の学びの
場となり，普段の文脈のなかで新人教員教育
が行われる。 
・「協働を基礎とする」：「MTL のプログラムに
参加する新人教員（MTL 教員）」，「学校のコー
チ（MTL コーチ）」，「大学等高等教育機関のチ
ューター（HEI チューター）」の三者が「学び
のトライアングル」を形成し，協働して修士
レベルの新人教員教育に携わる（図）。「学び
のトライアングル」は，MTL のプログラムを
特徴づける最もユニークな点である。 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
    

図 学びのトライアングル 
 
 MTL コーチは，MTL 教員と同じ学校に在籍
する経験豊富な教員が担い，その主な役割は，
MTL 教員の実践の改善をサポートすることで
ある。なお，MTL コーチは，コーチとしての
トレーニングを高等教育機関で受けなけれ
ばならない。高等教育期間は，提供する MTL
のプログラムが修士レベルにあることを認
証する役割を担い，HEI チューターは，研究
文献の批判的検討等を通して，MTL 教員の修
士レベルの学びを保証する。 
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②MTL が内包する論点 
「個別化」と「標準化」のパラドックス 
 MTL 教員の学びは，各々が教室で実際に経
験した出来事を説明することから開始され
る。いうまでもなく，その経験は教員一人ひ
とりにユニークなものであり，それゆえ，そ
の学びは教員個々のニーズに対応したもの
となる。また，MTL 教員と MTL コーチの相互
作用にしても，そのありようは関係ごとに異
なる。すなわち，MTL の学びは，個体や関係
による違いを前提し，「個別化」を認めてい
るのである。ところが，その一方で，MTL の
学びは修士レベルという「標準」に到達する
ものでなければならない。コアとなるモジュ
ールが設定され，学ぶべき知が細かく定めら
れていたり，MTL コーチに対するトレーニン
グが課せられたりしているのは，そのためで
ある。いわゆる「標準化」の方向である。要
するに，MTL の学びは，個別化を許容しなが
ら同時に標準化を保持していこうとするも
のであり，そこにパラドックスがあると考え
られるのである（e.g.,Furlong,2011）。個別
化および／または標準化は，新人教員教育を
含めた現職教員教育の看過できない論点の
一つになると思われる。 
教員の専門性とその育成の仕組み 
 本研究では，教員の専門性を，教科内容や
教育方法等に関する知識を獲得しているか
どうかという「静的で脱文脈的な側面」と，
特定の状況において求められる行動を即興
的にできるかどうかという「動的で文脈依存
的な側面」の二つの面から構成されると仮定
した。前者は主に HEI チューターがその役割
を担い，後者は主に MTL コーチによって担わ
れる。このとき，次の問いが現れる。動的で
文脈依存的な教員の専門性を，MTL コーチと
の相互作用によって（しかも，特定の文脈か
ら乖離した環境での対話を通して）育成する
ことは可能なのか。MTL では，それを「コー
チング」によって育むことができると想定し
ていると考察された。コーチングとは，一般
に，クライアントが自ら問題に向き合い解決
していけるよう，対話を通じてサポートしチ
ャレンジを促すことと定義される。伊藤・鈴
木・金井（2010）によれば，コーチングには，
取り組むテーマ，コーチやクライアントの個
性等によって多様なやり方はあっても，共通
する原則があるという。それは，「インタラ
クティブ（双方向性）」，「オンゴーイング（現
在進行形）」，「テーラーメイド（個別対応）」
の三つである。MTL のプログラムは，三つの
特徴（「実践に基礎を置く」，「学校に基礎を
置く」，「協働を基盤とする」）を備えている
が，これらの特徴が，コーチングの三原則が
機能することに寄与しているのではないか
と考えられる。そして，コーチングが有効に
機能することで，ある教室でのある時間と
（その文脈からは距離のある）コーチング・
セッションが接続されることとなり，それに
よって，動的で文脈依存的な教員の専門性の

育成が可能になると推論できるのではない
だろうか。 
新人教員の力量形成モデル 
 新人教員の力量が高まった状態とはどの
ような状態か。修士レベルの知識を獲得し，
批判的に思考するようになること，そして，
実際に受けもつ子どもの学業成績が向上す
ること等が認められるなら，その状態をもっ
て，MTL 教員の力量が高まったと捉えること
はできるだろう。ただし，MTL では，MTL 教
員は MTLコーチとかかわることが必然であり，
そのため，MTL 教員の力量形成を MTL コーチ
とのかかわりから切り離して定義すること
はできない。すなわち，新人教員と経験豊富
な教員は関係を形成し，その関係を発展させ
ていくなかに，新人教員の力量形成が措定さ
れているのではないだろうか。別言するなら，
MTL では，関係性の変容と個人の変容が密接
不可分のものとして定位されていると推考
されるのである。 
教員の関係性の変化が学びに及ぼす影響 
 コーチング・セッションを重ねることで，
両者の関係性が情緒的色彩を帯びたものに
変化していく可能性が考えられ，そのことが
MTL 教員の学びを阻害する要因として働く場
合が憂慮される。たとえば，他者への好意は，
当該他者からの影響を無批判に受容する可
能性を高めることが知られている。また，コ
ーチング・セッションを定期的に繰り返すこ
とで，相互理解がいっそう進み，その結果と
して，相互作用はより円滑になっていくと予
想されるが，これも阻害要因になりかねない。
MTL コーチは経験豊富な先輩教員であるがゆ
えに，ただでさえ，MTL 教員が直面する様々
な実践上の困難やそれに付随する感情等を
理解し（てしまい）やすい。コーチング・セ
ッションの初期には，その都度，説明が求め
られていた（かもしれない）語られる（曖昧
な）言葉の意味も，相互作用が進むにつれて，
もはや確認されなくなるかもしれない。つま
りは，相互作用が円滑になることが，かえっ
て省察の質を低下させてしまう危険性が懸
念されるのである。 
学校組織に求められる教員の関係性 
 畢竟，MTL に関して特筆すべきは，学校組
織において求められる教員同士の関係性を，
コーチングに基づくものと同定したことで
ある。学校組織における教員同士の望ましい
関係性とはどのようなものか，という問いに
対する一つの答えとなる。MTL のプログラム
は「学校に基礎を置く」ことを選択したが，
そこには，学校はコーチングを基盤にした教
員の関係性の構築と（その関係性を礎にし
た）新たな文化の醸成をめざすべきという含
意が存在しているものと思われる。帰すると
ころ，この同定に関して議論が積み重ねられ
なければならないだろう。 
 
(3)今後の展望：総合的考察 
 



①新人教員の成長を促すメンター教員に求
められるものは何か？ 
 第 1に，新人教員とともに学ぶ関係性の構
築である。授業がうまくいくとか学級経営が
円滑になるとかといったことは，新人教員の
力量が向上した状態（の一つ）である。しか
し，MTL が想定したように，新人教員は経験
豊富な教員と，ともに学びともに省察する関
係を形成し，その関係を発展させていくなか
で，力量を向上させていくとも考えられる。
したがって，メンター教員にはこうした関係
性の構築が求められるだろう。ただし，「文
献調査に基づく理論的検討」で記したように，
この関係性は，好意などの情緒的絆に彩られ
たものを意味するわけではないことに留意
しなければならない。また，「経験豊富な教
員の指導行動に関する質問紙調査」のなかで，
最も強く影響を受けた先輩教員の指導行動
（の一つ）として新人教員が挙げた「気軽に
相談できる受容的態度」や「精神面への気遣
い」は，こうした関係性を構築するうえでの
基盤になるものと考えられる。そして，次の
第 2の指摘は，こうした関係性の構築に一つ
の手がかりを与えるものといえよう。 
 第 2に，「メンタリング」と「コーチング」
を柔軟に使い分けることである。経験豊富な
教員は，日々，教えるという営みを繰り返し
ているせいか，新人教員から問題事象への対
応策を求められると，（自らの経験から帰納
した知に従って）解決策を即座にアドバイス
することも少なくない。眼前の問題を解決し
なければならないという現実的要請，日常の
多忙さという時間的逼迫が，このような反応
を強化してしまう。それによって，新人教員
の授業や学級の状態が改善されるのは好ま
しいことだとしても，新人教員の育成という
点で，このようなかかわりは望ましいといえ
るのだろうか。そこで大切になってくるのが，
メンタリングとコーチングという二つの機
能の柔軟な使い分けである。一般に，メンタ
リングとは，（相対的に）経験や知識を豊富
にもつメンターが，（相対的に）そうでない
メンティを指導する関係であると定義され
る。コーチングの定義はすでに記した通りで
あり，MTL の措定が妥当であるなら，学校組
織における教員同士の望ましい関係性の礎
となる機能である。「新任教員と初任者研修
指導教員の間で交わされたノートの分析」に
おいて，初任者研修指導教員の新人教員への
言葉かけが「依存」と「自律」のバランスへ
の配慮を企図に行われている可能性を指摘
したが，この知見も，ここでの考察と調和す
る。さらに，メンタリングとコーチングを柔
軟に使い分けることは，新人教員の自律性を
担保しながら，（新人教員の求める）具体的
な実践レパートリーの提供を可能にするの
である。 
 
②教職大学院等の高等教育機関に求められ
るものは何か？ 

 第 1 に，「省察」概念の精緻化とこれを核
にしたカリキュラムの必要性である。現在，
「省察的実践家（Schön,1983）」という専門
職像が広く共有されている。この専門職像の
核心には省察という心的過程が据え置かれ
るが，わが国にあっては，この概念と「反省」，
「振り返り」，「内省」といった諸概念の異同
が明確でない。したがって，まずもって求め
られるのは，省察という概念の精緻化である。
そして，そのうえで，それを基礎にしたカリ
キュラムが構想される必要があるだろう。 
 第 2 に，MTL のプログラムを最も特徴づけ
ていた「学びのトライアングル」の展開の可
能性である。教職大学院等の高等教育機関が
新人教員教育を含む教師教育のどの局面に
どのように関与することが可能なのか（ある
いは，関与すべきなのか），「学びのトライア
ングル」は一つの実効する具体を例示してい
るといえよう。今後，大学と教育委員会が連
携して教員の育成にあたることが求められ
るなかで，「学びのトライアングル」は一つ
の有益な示唆を与えてくれるにちがいない。 
 最後に，教師教育を担う大学における「教
員養成者（teacher educator）」という概念
の定立と共有の可能性である。本研究では，
学校のなかで経験豊富な教員が新人教員の
成長を促す「優れた教員養成者」であるため
に必要な力量とは何かが検討されたが，教師
教育を担う大学においても，大学教員が自ら
を「教員養成者」として位置づけることが期
待されているように思われる。教師教育に携
わる大学教員が「優れた教員養成者」である
ために，どのような力量が求められるのか，
議論の積み重ねが必要となるであろう。 
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